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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年2月6日(2014.2.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　粉末混合物をダイに挿入した後、この粉末状組成物を一定に保持したい所望の圧密化体
積になるまで徐々に圧密化するために、圧密化カム９により上下パンチを変位させる。圧
密化体積は圧密化されていない粉末状組成物の初期体積より小さい。さらに、圧密化体積
は圧密化された製品の決められた最終体積に等しいか、それより小さい。実際、このこと
は既に述べたように、粉末状組成物が特に弾性である場合には、体積の拘束を解放すると
製品（圧密化生成物）にいくらかの拡張（膨張）が起こることがある。有利な１態様では
、圧密化体積は粉末状組成物の初期体積の２０～９０％の範囲内であり、好ましくはこの
初期体積の３０～７５％の範囲内である。
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